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※本特集に使用してい
る地図や図は、「中央
新幹線環境影響評価準
備書」の中から抜粋し
加筆したものです。
※地図で一部墨色に
塗ってある部分があり
ますが、用途区域を示
したもので、本特集で
は説明を省略します。

乗越
会館

特集１

※環境アセスメント＝開発が環境に与える影響の程度や範囲、その対策について、事前に予測や評価すること。
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リ
ニ
ア
の
路
線
が
明
ら
か
に

　
Ｊ
Ｒ
東
海
が
９
月
１８
日
に
中
央
新
幹
線
環
境
影
響
評
価
準
備
書
を
公
表
し
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
東
京
・
名
古
屋

間
の
路
線
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
通
過
延
長
は
、
大
井
町
岡
瀬
沢
地
区
か
ら
武
並
町
田
尻
地
区
ま
で
の
約
１０
㌔
。

約
８０
㌫
が
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
同
準
備
書
で
は
、
路
線
の
他
に
中
津
川
市
坂
本
地
区
に
設
け
る
岐
阜
県
駅
の
概
要
や
大
気

質
、
騒
音
な
ど
環
境
影
響
評
価
の
結
果
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
準
備
書
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://jr-c
e

n
tra

l.c
o

.jp
/

）
や
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
役
所
３
階
）
な
ど
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
同
準
備
書
の
う
ち
、
当
市
に
関
連
す
る
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
３
８
５
）

 

約
８
割
が
ト
ン
ネ
ル
で
通
過

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

（
以
下
、
リ
ニ
ア
）
の
路
線
の
詳
細
を
公

表
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
６
月
に
発
表

さ
れ
た
幅
３
㌔
の
概
略
路
線
か
ら
絞
り

込
ま
れ
た
形
に
な
り
ま
す
。

　
路
線
の
詳
細
は
、「
環
境
影
響
評
価
準

備
書
（
以
下
、
準
備
書
）」
と
呼
ば
れ
る

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
き
の
中
で

示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
準
備
書
に
は
、

環
境
影
響
評
価
方
法
書
（
平
成
23
年

９
月
）
に
記
載
さ
れ
た
環
境
影
響

評
価
の
項
目
や
方
法
に
基
づ
き
、

現
地
調
査
や
文
献
調
査
を
行

い
、
事
業
に
よ
る
環
境
へ
の

影
響
を
予
測
、
評
価
し
た

中
央
新
幹
線
環
境
影
響
評
価
準
備
書
が
公
表

 

準
備
書
へ
の
意
見
で
修
正
も

　
準
備
書
で
は
、
山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線
で

行
っ
た
列
車
走
行
に
関
す
る
測
定
の
値
を

基
に
す
る
な
ど
し
て
、
沿
線
の
騒
音
や
振

動
な
ど
の
値
が
算
出
さ
れ
、
提
示
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
、
大
気
質
や
微
気
圧
波
、

動
物
、
植
物
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
、

環
境
保
全
措
置
を
行
う
こ
と
で
基
準
よ
り

も
下
回
っ
た
り
、
影
響
が
少
な
か
っ
た
り

と
予
測
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。
一
部
、

水
資
源
や
生
態
系
な
ど
、
事
後
に
調
査
を

す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
準
備
書
の
縦
覧
は
、
９
月
20
日
か
ら

10
月
21
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
環
境
の
保
全
の
見
地

か
ら
の
意
見
を
11
月
５
日
㈫
ま
で

郵
送
か
Ｊ
Ｒ
東
海
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ

い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
見
解
を

ま
と
め
、
県
と
関
係
市
町

に
意
見
の
概
要
と
見
解
が

示
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、

環
境
審
議
会
を
開
催

し
、
市
の
意
見
と
し

意
見
と
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
送
付
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、 
国
土
交
通
大
臣
や
環
境
大
臣

の
意
見
を
聞
き
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
結
果
の
修
正
を
行
い
、「
環

境
影
響
評
価
書
」
を
作
成
。
そ
の
結
果
は

公
表
さ
れ
ま
す
。

市
内
３
カ
所
で
Ｊ
Ｒ
が
説
明
会

　
Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
準
備
書
の
説
明
会
が

10
月
に
市
内
３
カ
所
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。環
境
影
響
評
価
の
項
目
と
な
っ
た「
大

気
環
境
や
水
環
境
」「
土
壌
環
境
」「
動
植

物
」「
景
観
」
な
ど
項
目
ご
と
に
調
査
結

果
や
予
測
、
評
価
、
環
境
保
全
措
置
な
ど

が
説
明
さ
れ
、
会
場
か
ら
の
質
問
に
回
答

す
る
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
か
ら
は
「
工
事
中
の
環
境
へ
の
影

響
や
交
通
安
全
対
策
」、「
工
事
の
実
施
時

期
」
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

東
海
は
「
工
事
実
施
計
画
の
認
可
後
、
事

業
説
明
会
で
丁
寧
に
説
明
し
た
い
。
引
き

続
き
事
業
へ
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
な
ど
と
回
答
し
ま
し
た
。

結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
路
線
の
概
要
は
、
中
津
川
市
境

か
ら
は
、
大
井
町
を
西
方
向
に
進
み
、
濁に

ご
り

川が
わ

を
渡
っ
た
後
、ト
ン
ネ
ル
に
入
り
ま
す
。

同
地
区
の
県
道
４
０
１
号
恵
那
峡
公
園
線

と
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
の
下
を
ト
ン
ネ
ル
で
通

過
し
た
後
、
中
央
自
動
車
道
の
北
側
で
阿

木
川
を
橋
で
渡
り
ま
す
。
県
道
72
号
恵
那

蛭
川
東
白
川
線
と
地
上
で
交
差
し
、
ト
ン

ネ
ル
に
入
り
、
長
島
町
中
野
地
区
と
久
須

見
地
区
を
西
方
向
に
進
み
ま
す
。
武
並
町

藤
地
区
の
藤
川
と
一
般
国
道
４
１
８
号
と

地
上
で
交
差
し
た
後
、
再
び
ト
ン
ネ
ル
に

入
り
、
瑞
浪
市
に
至
り
ま
す
。
市
内
の
通

過
延
長
は
約
10
㌔
。
そ
の
う
ち
の
約
80
㌫

が
ト
ン
ネ
ル
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

上
部
は
、
主
に
高こ

う

架か

橋き
ょ
う

で
通
過
し
ま
す
。

ま
た
大
井
変
電
所
付
近
に
は
、
ト
ン
ネ
ル

の
非
常
口
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

▲阿木川を横断するイメージ図。大井町旭ケ丘か
ら野畑方面を望む

松ヶ丘
集会所

中央自動車道

恵那インター
チェンジ

ＪＲ中央本線

て
知
事
へ
提
出
し

ま
す
。
知
事
は
市

町
村
や
審
査
会

の
意
見
を
踏

ま
え
て
県
の

▲

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
で
の
説
明
会

※

用地幅約22ｍ 用地幅約22ｍ

防音壁設置
の場合

防音防災フー
ド設置の
場合

山岳トンネル

非常口

トンネル部

地上部

非常口のイメージ図 高架橋の標準的な断面図
凡例と説明



国道418号
田尻クラブ

（品川から230㌔）

中山道

武並町藤

四ッ谷
集会所

一ノ沢ため池

四ッ谷川

新田上ため池

貯水槽

恵那インター
チェンジ

県道恵那白川線
市立恵那病院

南集会所

長島町中野

紅坂一里塚藤川
紅坂川

至瑞
浪市

武並町竹折

千田川

山中川

県道大湫恵那線

長島町久須見

国集川

竹折防災ダム

トンネルのイメージ図

乗越会館
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工
事
実
施
計
画
を
来
年
度
申
請

　
環
境
影
響
評
価
書
が
公
告
さ
れ
る
の

は
平
成
26
年
度
の
見
込
み
で
す
。
評
価

書
が
公
告
さ
れ
る
と
、
全
国
新
幹
線
鉄

道
整
備
法
に
定
め
ら
れ
た
工
事
実
施
計

画
の
認
可
申
請
手
続
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
工
事
実
施
計
画
に
は
、
工
事
の
区
間

や
工
事
方
法
、
工
事
の
着
手
と
完
了
の

予
定
時
期
な
ど
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
申
請
す

る
も
の
で
、
内
容
が
認
め
ら
れ
れ

ば
認
可
さ
れ
、
工
事
開
始
に
向
け

た
説
明
会
が
始
ま
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

工
事
の
対
応
は
協
議

　
リ
ニ
ア
の
整
備
で
は
、

大
き
な
規
模
の
土
木
工
事

を
伴
い
ま
す
。
ま
た
列

車
の
走
行
方
式
で
は
、

超
電
導
磁
気
浮
上
方

式
と
い
う
新
技
術
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
開

業
効
果
へ
の
期
待
と
と
も
に
、
工
事
が
続

く
こ
と
に
よ
る
交
通
渋
滞
へ
の
心
配
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
事
業
に
関
す
る
心
配
は
、

事
業
者
の
Ｊ
Ｒ
東
海
と
調
整
し
、
説
明
と

対
策
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
ま
す
。

　
通
過
地
域
で
は
、
リ
ニ
ア
に
よ
っ
て
現

在
の
道
路
や
排
水
、
水
道
な
ど
の
機
能
が

分
断
さ
れ
な
い
よ
う
に
付
け
替
え
ら
れ
ま

す
。
道
路
な
ど
は
、
現
在
の
幅
員
で
の
付

け
替
え
が
基
本
に
な
り
ま
す
が
、
将
来
計

画
に
合
わ
せ
た
付
け
替
え
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
公
共
施
設
の
管
理

者
（
国
や
県
、
市
な
ど
）
に
道
路
や
水
道

な
ど
の
機
能
回
復
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
ま
す
。

　
協
議
の
時
期
な
ど
は
、
ま
だ
明
確
に
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
通
過
地
域
の
生
活
に

支
障
の
な
い
よ
う
に
市
の
将
来
計
画
を
Ｊ

Ｒ
東
海
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
将
来
計
画
は
、
市
で
策
定
中
の
リ

◆
事
業
の
進
め
方

（
環
境
影
響
評
価
か
ら
工
事
開
始

ま
で
の
流
れ
）

環
境
影
響
評
価
書
の
公
告

工
事
実
施
計
画
の
申
請
と
認
可

認
可
か
ら
工
事
開
始
ま
で

（
平
成
２６
年
度
中
を
予
定
）

（
平
成
２６
年
度
中
を
予
定
）

（
期
日
は
未
定
）

　大井町では、町内の組織や
リニア対策委員会が連携し、
リニアの工事中での課題や将
来のまちづくりへの展望と課
題について意見を集約中で
す。問題や提案は関係機関に
提言し、大井町のまちづくり
に反映させていきたいと思い
ます。

課題や意見を
集約中です

大井地域協議会会長
　市川 美

よしひこ

彦 さん

集客構想に
知恵を絞ります

●井戸や湧き水など水利用調査に協力を

　リニア予定路線周辺の井戸水や湧き水、沢
水、頭首工などの利用状況についての情報提供
をお願いします。管理者や位置、用途などをお
知らせください。記入用紙は、リニアまちづく
り課や各振興事務所、市ウェブサイト（http://
www.city.ena.lg.jp/）から入手できます。

●まちづくりや環境へ意見を
　リニアに関連するまちづくりや環境に関する
意見を本紙折り込みの広報直通便や電子メー
ル、ファクスなどでお寄せください。様式は問
いません。
□締め切り　11月29日㈮
　　　　リニアまちづくり課志 26-2111（内
線 385）、 糸 linear@city.ena.lg.jp、 思 25-
6150

申・問

市観光協会会長
　鎌田 満

みつる

 さん

　市内には恵那峡や岩村城跡
など多くの観光地がありま
す。リニアを介して集客でき
るように、観光鉄道としての
明知鉄道の利用や中央道のス
マートインターの設置など、
構想を練らなければなりませ
ん。全国に恵那市を紹介でき
るよう知恵を絞りたいです。

リニアの路線が明らかに特集１

※頭首工＝湖沼や河川などから用水を引き入れるための施設

ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
中
で
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
基
盤
整
備
と
い
う
分
野
で
検

討
し
て
い
ま
す
。

 

水
利
用
状
況
の
情
報
提
供
を

　
井
戸
や
沢
水
な
ど
の
水
利
用
は
、
把
握

が
困
難
な
こ
と
も
あ
り
、
路
線
周
辺
で
こ

れ
ら
を
利
用
し
て
い
る
方
か
ら
の
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
リ
ニ
ア
に
関
す
る
ま
ち
づ
く
り
や

環
境
に
関
す
る
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
こ
れ
は
、
県
知
事
へ
の
意
見
や
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。
な
お
Ｊ
Ｒ
東
海
が
受
け
付

け
て
い
る
環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
く
準

備
書
に
対
す
る
意
見
募
集
は
、
11
月
５
日

㈫
ま
で
（
必
着
）
で
す
。

※

事
業
説
明
会

工
事
開
始

工
事
説
明
会

用
地
取
得

用
地
測
量

用
地
説
明

設
計
協
議

中
心
線
測
量

武並町藤田尻地区の高
架橋設置のイメージ図


